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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】令和2年1月16日(2020.1.16)

【公開番号】特開2018-89160(P2018-89160A)
【公開日】平成30年6月14日(2018.6.14)
【年通号数】公開・登録公報2018-022
【出願番号】特願2016-236005(P2016-236005)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ   3/10     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｂ    3/10     　　　Ｒ

【手続補正書】
【提出日】令和1年11月29日(2019.11.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　深度範囲が関連付けられた複数の名称を記憶する記憶手段と、
　名称を入力するための名称入力部と２つの境界を指示するための境界指示部を含む、深
さ範囲を定義するための定義画面を表示手段に表示する制御手段と、
　前記名称入力部に入力された名称、前記境界指示部で指示した前記２つの境界を互いに
関連付けて、前記記憶手段に記憶する記憶制御手段と、
　前記格納手段に記憶された複数の名称から１つの名称を選択する選択手段と、
　被検眼の複数の断層像を取得する取得手段と、
　複数の断層画像又は前記複数の断層像に基づいて生成された複数のモーションコントラ
ストデータを、前記選択された名称に関連付けられた前記２つの境界により定義された深
度範囲で投影した投影像を生成する生成手段と、
　前記生成された投影像を前記表示手段に表示する表示制御手段とを有することを特徴と
する画像表示装置。
【請求項２】
　前記断層像を解析して複数の層境界線形状を検出する解析手段を更に有し、
　前記２つの境界のそれぞれは、前記解析手段により検出される層境界線形状を指定する
ことを特徴とする請求項１に記載の画像表示装置。
【請求項３】
　前記深度範囲は、更に前記解析手段により検出される層境界線形状に対するオフセット
である深度位置に基づいて定義されることを特徴とする請求項２に記載の画像表示装置。
【請求項４】
　前記深度範囲は、２つの前記層境界線形状と、それぞれの層境界線形状に対する前記深
度位置、又は、１つの前記層境界線形状と、該層境界線形状に対する２つの前記深度位置
との何れかに基づいて定義されることを特徴とする請求項３に記載の画像表示装置。
【請求項５】
　前記名称は、網膜浅層、網膜深層、網膜外層、放射状乳頭周囲毛細血管、脈絡膜毛細血
管のいずれかを含み、
　前記境界線形状は、網膜層構造に基づいたＩＬＭ（内境界膜）、ＮＦＬ（神経線維層）
／ＧＣＬ（神経節細胞層）、ＧＣＬ／ＩＰＬ（内網状層）、ＩＰＬ／ＩＮＬ（内顆粒層）
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、ＩＮＬ／ＯＰＬ（外網状層）、ＯＰＬ／ＯＮＬ（外顆粒層）、ＩＳ（視細胞内節）／Ｏ
Ｓ（視細胞外節）、ＯＳ／ＲＰＥ（網膜色素上皮）、ＲＰＥ／Ｃｈｏｒｏｉｄ（脈絡膜）
、ＢＭ（ブルッフ膜）、及び、水平の直線形状であるＬｉｎｅのいずれかを含む複数の境
界線形状の中から選択されることを特徴とする請求項２乃至４の何れか１項に記載の画像
表示装置。
【請求項６】
　前記生成手段は、前記選択された一つの深度範囲に基づき、異なる撮影でそれぞれ得ら
れた複数の断層像から複数の投影像を生成し、
　前記表示制御手段は、前記生成された複数の投影像を前記表示手段の同一画面に表示す
ることを特徴とする請求項１乃至５の何れか１項に記載の画像表示装置。
【請求項７】
　前記表示制御手段は、疾病や診断目的別に実施される各検査セットと、前記定義された
深度範囲を示す前記名称を関連付けるための設定画面を前記表示手段に表示することを特
徴とする請求項１乃至６の何れか１項に記載の画像表示装置。
【請求項８】
　前記投影像は、ＯＣＴＡ画像であることを特徴とする請求項１乃至７の何れか１項に記
載の画像表示装置。
【請求項９】
　名称を入力するための名称入力部と２つの境界を指示するための境界指示部を含む、深
さ範囲を定義するための定義画面を表示手段に表示し、
　前記名称入力部に入力された名称、前記境界指示部で指示した前記２つの境界を互いに
関連付けて、記憶手段に記憶し、
　前記記憶手段に記憶された深度範囲が関連付けられた複数の名称から１つの名称を選択
し、
　被検眼の複数の断層像を取得し、
　前記複数の断層像に基づいて生成された複数のモーションコントラストデータを、前記
選択された名称に関連付けられた前記２つの境界により定義された深度範囲で投影した投
影像を生成し、
　前記生成された投影像を前記表示手段に表示することを特徴とする画像表示方法。
【請求項１０】
　請求項１乃至８の何れか１項に記載の画像表示装置の各手段を、コンピュータで実現す
るためのプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　本発明に係る画像表示装置は、深度範囲が関連付けられた複数の名称を記憶する記憶手
段と、名称を入力するための名称入力部と２つの境界を指示するための境界指示部を含む
、深さ範囲を定義するための定義画面を表示手段に表示する制御手段と、前記名称入力部
に入力された名称、前記境界指示部で指示した前記２つの境界を互いに関連付けて、前記
記憶手段に記憶する記憶制御手段と、前記格納手段に記憶された複数の名称から１つの名
称を選択する選択手段と、被検眼の複数の断層像を取得する取得手段と、複数の断層画像
又は前記複数の断層像に基づいて生成された複数のモーションコントラストデータを、前
記選択された名称に関連付けられた前記２つの境界により定義された深度範囲で投影した
投影像を生成する生成手段と、前記生成された投影像を前記表示手段に表示する表示制御
手段とを有する。
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